
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BOAT TIMES の配信停止を希望される方は、お手数ですが FAX(077-598-2505) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp)で弊社まで

ご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 1/20発行予定です。 

●お知らせ 
◇京都新聞の取材を受けました！ 

12月 7日（月）発行の京都新聞夕刊で、弊社社員の今井を取り上げて頂きました。桑野造船を多くの 

方に知ってもらえるような、大きな記事で扱って頂きました！ 

◇年末年始休暇のご案内 本年も大変お世話になりました 

弊社は以下日程で、年末年始休暇を頂戴致します。 

・2015/12/27（日）～2016/1/5（火） 

上記期間中にメール及びパーツショップで頂いたご注文は、1/6（水）より随時発送致します。来年もどうぞ宜しくお願い致します。 

〒520-0357 大津市山百合の丘１０-１  TEL：077-598-8090 FAX：077-598-2505 
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今年も残すところあと 11日となりました。1年間、桑野をご愛顧いただきありがとうございました。おかげさまで弊社もなんとか

今年一年も無事終えそうですが、気をひきしめてがんばっていきたいと思います。世界ではシリアの内戦、フランスでのテロなど、

スポーツどころではない地域が同じ地球上で同時平行的に時を歩んでいます。その中でロウイングをする意義、ボートを造り続け

る目的を自問しながら、技術の伝承・発展と、よりユーザーフレンドリーな艇や製品のお届けに努めたいと思います。来年もまた

よろしくお願いします。12月というのに大雨が降ったり、例年だとすでに雪深い里のところがまだ暖かかったり、とりあえずボー

トを漕ぐには好都合ですが、水温は意外に冷たかったりします。どうかくれぐれも安全に気をつけて乗艇なさって下さい。 【小沢】 

●弊社社員の友安が表彰を受けました！ 
8月、技能検定と併催された平成 27年度前期滋賀県技能競技大会において、弊社社員である友安が 1位

となり、11月末に表彰を受けました。 

これらの技術を活かし、これからもより良いボート製品を作り続けるため、今回表彰された友安をはじ

め、社員一同精一杯努力していきます！今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

●中古艇追加情報  
ホームページでご紹介している中古艇、在庫艇の情報を更新致しました。艇の詳しい仕様や状態等は、お電話またはメールにて 

お問い合わせ下さい。（TEL：077-598-8090  E-mail：kuwano@k-boat.co.jp） 

【艇種】           【仕様】                                              【数量】 【価格(税抜き)】 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｍ１×    Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ／ＬＷ／アルミパイプリガー    １艇   500,000円 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｍ１×    Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ／ＭＷ／アルミパイプリガー   １艇   500,000円 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｗ１×    Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ／ＬＷ／アルミパイプリガー   １艇   500,000円 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｗ１×    Ｍｅｄａｌｉｓｔ／ＬＷ／アルミパイプリガー           １艇   520,000円 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｍ１×    Ｍｅｄａｌｉｓｔ／ＬＷ／アルミパイプリガー           １艇   520,000円 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｍ１×    Ｍｅｄａｌｉｓｔ／ＭＷ／アルミパイプリガー           １艇   520,000円 

Ｗｉｎｔｅｃｈ中古Ｍ１×   Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ分割ＬＷ／アルミウイングリガー １艇   500,000円 

規格艇中古Ｗ２×（兵庫ＩＨレンタル）                          １艇     550,000円 

※その他にも中古・在庫艇の情報も御座いますので、ホームページも是非ご確認下さい！(http://k-boat.co.jp/boat/otoku.htm) 

●しまった！ハンドルが抜けない！ 
オールは艇と同様に、漕手の体型やクルーの狙いに合わせてリギングを行うことが出来ますが、全長を変えるハンドルが、希に抜け

なくなる事があります。理由は幾つか考えられますが、その辺の話は 

またの機会として、今回はその対処法をご紹介致します。 

【ハンドル引っこ抜き作戦】 

①ハンドルを固定するネジを全て外し、フリーな状態にする。 

②ハンドルに荷造り用のベルトをしっかり巻きつける。（写真１） 

③その上に角材等の長い棒を乗せ、ハンドルに巻いたベルトで固定する。 

④角材を写真２の様に押し込む。 

すると、ハンドルが角材と一緒に動くようになります。ベルトが滑ってしまう場合は、滑り止めシート等を使用します。 

また、ベルトの締めすぎや角材への力のかけ過ぎは、ハンドルの割れにつながる恐れがありますので、慎重に作業するように心がけ

て下さい。外れた後は、サンドペーパーで軽く削ると、再発防止になります。 

また、年に数回ハンドルを外してクリーニングする事で、外れない現象は予防出来ます。こまめにメンテナンスを行いましょう！ 

 

    ・写真１ 

 

    ・写真２ 
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